
私が、トヨタ自動車北海道に着任したのは

２０１７年４月です。早いものでもう４年が経ち

ました。当時、散歩中、一番気持ちよく感じた

ことは、名古屋と比べ空気がひんやりして澄

んでいることでした。「酸素が濃いのでは？」と

誤解するほどでした。花粉が少なかったから

かもしれません。北海道に来たことがとにかく

嬉しくて、（家族から離れたことは寂しいので

すが）とにかく土日は日帰りで、道南、道央、

道東まで車を走らせ、出かけました。随所に、

素晴らしい景勝地があり、感動の連続でした。

しかしながら駐車場すら整備されていない。

「これが北海道なのだ」と心に刻まれました。

一方、会社内の工場現場や事務技術職

場について感じたことをお話します。各職場

からの報告のほとんどが「○○をやって、△

△という結果になりました。そしてこんな成果

が得られました。」という内容でした。物足りな

さを感じ、それは何かと考えてみると、「Plan

Doの繰り返しでCheck, Actionがない。すな
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わち、仕事がやりっぱなしで、分析と振り返り

がないのでスパイラルアップしていかない。」

ということだと受けとめました。

もうひとつ感じたことは、「事務技術職場の

仕事のほとんどが個人プレーになっていて、

他の人の仕事に興味がない。タコツボの中に

入って仕事をしている。」でした。そういった

中で、多残業や仕事のやり直しをくりかえして

いる。一方で働き方改革が叫ばれ、根拠の

ない残業低減が成果になるような活動になっ

ている。

そこで、次のことをトライしていこうと考えま

した。仕事はすべてGMT（現場をみえる化し

て手をうつ）というプロセスでまわそう。そして、

事技系においては個人からチームで成果を

出す仕事のやり方に変えていこうということ、

その活動の土台として、「活気にあふれ思い

やりのある職場をつくろう」ということを掲げ活

動を進めてきました。

製造現場は「質にこだわった基本の徹底」

を進める上において、GMTを展開してくれま

した。例えば「日 の々生産活動において、正

常異常を見える化し、異常に対して原因を

究明し、管理者が確実に手を打つ。」それを

繰り返し行うことにより、上司部下の信頼関係

が生まれる。地道ではありますが、悩みながら

続けてくれています。

事務技術職場は、コンサルタントにも入っ

てもらいながら、アウトプットの最大化や、個

人・チームの成長を得るための課題ばらしや

手打ちについて、チームでしっかり時間をとっ

てコミュニケーションを行う業務スタイルに順

次変えていきました。その結果、やり直しが減

り結果として、大きく残業低減も図ることがで

きつつあります。まだ、やり始めて２年半です

が、定着に向けしっかり続けていきたいと考

えています。

北海道民は少しのんびりしたところがある

のかなと思っていましたが、やると決めたら、

素直に着実に進めてくれ、組織の壁をこえて、

ありたい姿である「活気にあふれ思いやりの

ある職場」に近づきつつあるのかなと感じて

います。

この自然に恵まれた北海道苫小牧でモノ

づくりができることを喜びと感じ、地域の皆さ

んからも信頼される会社を目指していきたい

と思っています。

樽前山西山から溶岩ドーム、支笏湖を望む トヨタ自動車北海道構内のソメイヨシノ
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